
 

 

 

「小児専門病院における産科危機的出血に対する工夫」 

 

１．研究の対象 

当院で 2014年 1月 1日～2019年 12月 31日までの 6年間に当院産科で大量出血のため緊急

輸血を受けられた方。 

 

２．研究目的・方法 

【目的】当院の緊急輸血マニュアルで対応した産科危機的出血例を通じて，その効果を検討する

ことと現状と課題を把握すること． 

【方法】2014 年 1 月 1 日から 2019 年 12 月 31 日までに当院産科で大量出血のため緊急輸血を

受けられた方の診療録を後方視的に解析する。 

  

３．研究に用いる試料・情報の種類 

診療録に記載された臨床背景，血液検査結果，輸血製剤投与量など。 

個人が特定される情報は使用しない。 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

研究責任者・紹介先： 

宮城県立こども病院 産科 室月淳 

  〒989-3126 宮城県仙台市青葉区落合 4丁目 3-17 

  TEL 022-391-5111 

 

 


